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近
年
、
人
権
問
題
は
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト
へ
の
差
別
的
な
書
き
込
み
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
や
児

童
虐
待
な
ど
子
ど
も
に
関
わ
る
悲
し
い
事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
本
市
で
は
、

尼
崎
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
「
人
権
文
化
の
息
づ
く
ま

ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
人
権
意
識
の
普
及
と
高
揚
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
20
世
紀
に
起
こ
っ
た
二
度
の
大
戦
を
反
省
し
、
昭
和
23
年
12
月
10
日

に
行
わ
れ
た
国
際
連
合
の
総
会
で
、「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
、
日
本
で
は
、
同
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

人
権
週
間
の
期
間
中
、市
内
で
開
催
さ
れ
る
人
権
を
考
え
る
催
し
に
参
加
し
、

一
人
ひ
と
り
が
人
権
問
題
に
対
し
て
意
識
を
持
ち
、考
え
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
人
権
課
☎
６
４
８
９
・
６
６
５
８
へ
。

パ
ネ
ル
展
示

12
月
４
日
〜
10
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分
（
10
日
㈭
は
３
時

ま
で
）、
中
央
公
民
館
で
、
小
学

生
の
書
道
作
品
な
ど
の
展
示
を
。

詳
し
く
は
神
戸
地
方
法
務
局
尼
崎

支
局
☎
６
４
８
２
・
７
４
１
７
へ
。

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
程
な
ど
は
下
表
の
通
り
。
中

央
公
園
で
は
、
一
日
人
権
擁
護
委

員
を
務
め
る
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の

選
手
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
も
。

人
権
啓
発
標
語
入
選
者
表
彰
式

12
月
５
日
㈯
午
前
10
時
〜
11

時
、地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
水
堂
で
。

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
☎
６
４
３

６
・
８
６
８
１
へ
。

人
権
啓
発
パ
レ
ー
ド

12
月
５
日
㈯
。【
地
域
総
合
セ

ン
タ
ー
水
堂
〜
J
R
立
花
駅
北

側
】
午
前
11
時
〜
正
午
。
詳
し
く

は
同
セ
ン
タ
ー
☎
６
４
３
６
・
８

６
８
１
へ
【
つ
か
し
ん
チ
ャ
ー
チ

前
広
場
〜
阪
急
塚
口
駅
北
側
】
午

後
２
時
〜
３
時
30
分
。
詳
し
く
は

地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
塚
口
☎
６
４

２
３
・
５
２
６
６
へ
。

人
権
問
題
講
演
会

12
月
10
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
、
武
庫
地
区
会
館
で
、

「
地
域
で
共
に
生
き
る
」
を
テ
ー
マ

に
。
詳
し
く
は
地
域
総
合
セ
ン
タ

ー
南
武
庫
之
荘
☎
６
４
３
８
・
５

８
７
５
へ
。

月 日 曜
日 時 間 会 場 問い合わせ先

４ 金

午前10時～
11時

阪神尼崎セン
タープール前
駅周辺

人権課☎6489－6658

12

午前11時～
正午

塚口さんさん
タウン歩行者
デッキ

地域総合センター上ノ島
☎6429－7640

午後２時～
３時30分 中央公園 神戸地方法務局尼崎支

局☎6482－7417
午後４時30
分～５時15
分

ＪＲ立花駅南
側歩行者デッ
キ

地域総合センター今北☎
6416－5729

５ 土 午前10時～
11時

阪急園田駅周
辺

尼崎市人権啓発協会☎
6489－6815

10 木 午前10時～
11時30分

ＪＲ尼崎駅周
辺・阪神杭瀬
駅周辺

地域総合センター神崎☎
6499－3500

私
が
、
ご
み
収
集
の
仕
事
を
し
て
い
て
、

良
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
は
、
ご
み
収
集
の
と

き
に
流
れ
る
赤
と
ん
ぼ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
聞

こ
え
る
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
カ
ラ

ス
よ
け
の
ネ
ッ
ト
を
片
付
け
に
来
て
く
れ
る

と
き
で
す
。
私
た
ち
を
待
っ
て
く
れ
て
い
る
、

と
感
じ
ま
す
。

ご
み
収
集
の
仕
事
は
臭
く
て
汚
い
、
と
い

う
偏
見
を
持
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
も
、こ
の
仕
事
に
携
わ
る
前
は
、

こ
の
仕
事
に
偏
見
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
正

直
、
仕
事
中
に
「
臭
い
な
」
と
思
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
の
一
部
を
支
え
て
い
る
と
い
う
自
覚
や
責

任
感
が
芽
生
え
、
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
に
「
頑
張
っ
て
」

と
応
援
さ
れ
た
と
き
は
一
段
と
や
る
気
が
出

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
話
す
と
き
に

は
、
ご
み
の
分
け
方
や
出
し
方
を
尋
ね
ら
れ

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
道
を
聞
か
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
て
る
こ
と
に
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
皆
さ
ん
が
温
か
く
声
を
掛
け
て
く
れ
、

ま
た
、
ご
み
に
関
心
を
持
ち
、
分
別
な
ど
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。今

後
も
、
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
に
暮
ら

し
て
い
け
る
生
活
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
が
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
改
正
し

た
こ
と
に
伴
い
、
寄
付
し
た
場
合
に
軽

減
さ
れ
る
税
額
が
増
え
、
ま
た
、
一
定

の
条
件
を
満
た
す
場
合
、
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
で
は
、
１
万
円
以
上
の

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
人
に
記
念
品
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
、

選
べ
る
記
念
品
の
数
量
を
増
や
し
た
ほ

か
、
記
念
品
を
拡
充
し
、
よ
り
お
得
に

な
っ
て
い
ま
す
。

同
制
度
の
変
更
点
は
左
図
の
通
り
。

ご
注
意
を

寄
付
の
申
し
込
み
を
す
る
と
、
市
か

ら
納
付
書
か
口
座
番
号
の
案
内
が
送
付

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
発
送
に
は
７
日
程

度
か
か
り
ま
す
。
平
成
28
年
に
税
の
軽

減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
平
成
27
年
12

月
31
日
ま
で
に
寄
付
金
を
納
付
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
年
内
の
市
役
所
の
開
庁
日

は
12
月
28
日
㈪
が
最
終
で
す
。

適用下限額
2,000 円
適用下限額
2,000 円

所得税及び復興特
別所得税の控除額
所得税及び復興特
別所得税の控除額

市民税・県民税の控除額
（基本分）

市民税・県民税の控除額
（基本分）

市民税・県民税の控除額
（特例分）

市民税・県民税の控除額
（特例分）

上限額を所得割額の10％から
20％に引き上げ

控除外 控除額

軽減される税額が増えました①

一定の条件を満たす場合、確定申告が不要になりました②
　ふるさと納税を行う人が、次の条件を全て満たす場合、所定の申請書※を本市に提出
することで、所得税及び復興特別所得税の確定申告が不要になりました。▲

確定申告が不要な給与所得者などである▲

ふるさと納税に係る寄付金控除以外に確定申告の必要がない▲

ふるさと納税先の自治体数が５団体以内である

【例】年収 500万円で、配偶者を扶養している人が
５万円の寄付をした場合、 軽減される税金の目安
　平成27年に寄付…４万8000円
　（平成26年に寄付…３万7350円）

（平成27年４月以降に
寄付した分から適用）

　寄付金のうち 2,000 円を超える部分について、一定の限度まで、所得税及び復興特別所
得税と市民税・県民税の税額が軽減されます。この軽減される額のうち、市民税・県民税
の控除上限額（特例分）が、昨年度よりも増えました。

選べる記念品の数量（金額）と選択肢を増やしました③
　本市では、選べる記念品の数量 (金額 )を増やしました。
【例】５万円の寄付をした場合の記念品
　平成27年に寄付…２万円相当の記念品を贈呈
　（平成26年に寄付…１万円相当の記念品を贈呈）
　また、記念品も29品目から43品目に増やしました。

詳しくは①②市民税課☎6489－6246③財政課☎6489－6155へここがポイント！
 どこがお得で便利になったの？

（平成27年１月以降に寄付した分から適用）

（平成27年１月以降に
寄付した分から適用）

ふるさと納税がお得で便利にふるさと納税がお得で便利に
ふるさと納税の申し込みについては財政課☎6489－6155へ

尼崎市民も本
市にふるさと
納税できます 12

月
４
日
〜
10
日
は

人
権
週
間

私の誇り　ごみ収集の仕事について考える

人権週間によせてご意見・ご感想は資源循環課☎6409－1341へ

業務課　中間満

人
間
が
人
間
ら
し
く

生
き
る
た
め
に

記念品は43品目から選べます
記念品は、市内協力企業の商品と、東日本大
震災の復興支援を目的とした気仙沼市（宮城
県）の商品の中から選ぶことができます
【写真】①気仙沼特産品セット②都ホテルニューア
ルカイック レストランお食事券（5,000円分×２
枚）③ひろたギフトセット

② ③

①

申し込む場合、本市に寄付金申込書の提出を。申し込み方法や記念品などについて詳しくは市役所北館４階財政課や各
支所地域振興センターにあるパンフレットをご覧ください。市のホームページから印刷もできます

※所定の申請書は寄付金の受け付け後、送付します

ふるさと納税は、応援したい自治体に寄付すると、現在住んでいる自治体へ納
付している個人市民税・県民税などが軽減される制度です。昨年に比べて、軽減さ
れる税額が増え、さらに本市では、贈呈される記念品の数量が増えるなど、より
お得で便利になりました。


